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「日本の美意識が体感できる時空間」をコンセプトに、訪日外国人旅行者をおもてなし 

Artist in Hotel 初の工芸による装飾 “アーティストルーム 侍” 誕生  
日本のモノづくりの美しさを世界へ 2016年 8月 22日(月)より宿泊・販売開始 

 
パークホテル東京（運営：株式会社芝パークホテル 東京都港区、代表取締役社長 柳瀬連太郎）は、訪日外

国人のお客様に「日本の美」をお楽しみいただけるよう客室全体をアーティストが装飾する「Artist in Hotel」

という取り組みを 2012 年 12 月よりスタートしております。年内には 31 階フロアの客室すべてを改装すべく

プロジェクトが進行中で、この度 8月 22日より「アーティストルーム 侍」の販売を開始いたしました。 
 

パークホテル東京は、増加する外国人宿泊者に向けて滞在中の宿泊満足度向上を目指す取り組みとして、「日

本の美意識が体感できる時空間」をコンセプトに空間づくりを進めております。その一環である、アーティスト

ルームの 25室目は「侍」をテーマに、鎌倉彫師の三橋鎌幽さんが 2016年 7月 1日から制作をスタート、ホテ

ルに滞在したり、通ったりしながら 1月間制作を続け、2016年 8月 1日に完成いたしました。 
 

「侍の生きた時代から継承されている鎌倉彫の技を通し、侍に想いを馳せると共に、日本の美意識にも想いを

巡らせて欲しい」という三橋さん。伝統の技を現代に生きるカタチで世に放ちたいと、侍の部屋の制作に臨みま

した。侍とゆかりの深い「鎌倉」の地で発祥し、800 年間受け継がれる「鎌倉彫」。木を彫刻し、漆を塗り重ね

る日本固有の伝統技法を用いる鎌倉彫で、お部屋全体を装飾しました。アーティストルームでは初めてとなる、

美しい日本の伝統工芸で装飾されたお部屋です。 
 

ベッドの上、左右に飾られたのは、寄木のように 32 のパーツ

からなる侍の形をした鎌倉彫。その彫刻は繊細で、丁寧に重ねて

塗られた漆の艶が美しい作品です。中央に設置された「刀」は、

師である三橋鎌嶺が制作したもの。これは侍の「心技体」が師か

ら弟子に継承されることを表すと同時に、技の伝承そのものに日

本の美意識を感じることができます。反対の壁には、実在する侍

の装身具をモチーフに彫った、真田信繁の赤い兜、森蘭丸の黒い

兜を飾りました。禅宗寺院に育まれた鎌倉彫の間に書かれたのは、

名刀の名の文字からなる「円相」です。また、部屋全体を守護す

る配置で眼を光らせる獅子の掛け軸と、鳳凰の陣羽織の図柄は、

鎌倉彫の図案技術を活用し、再構築して描きました。部屋の入り

口にかけられた富士山の図柄の陣羽織は、豊臣秀吉のものです。 
 

アーティストルーム「侍」では、宿泊するお客様が侍となり、

時空を超えて侍のプライベート空間を体感いただけます。 

「アーティストルーム 侍」内観 



■「アーティストルーム 侍  Artist Room Samurai」概要 
宿泊開始：2016年 8月 22日(月)より販売開始 

部屋タイプ：アーティストルーム ダブル 

広さ：22平米 ベッドサイズ：1,600×1,950 

販売料金：1室 2名利用 40,000円（消費税・サービス料・東京都宿泊税込） 

ご予約・お問い合わせ：03-6252-1100 

特設サイト URL：http://www.parkhoteltokyo.com/artcolours/aih.html 

総合プロデュース：creative unit moon 

 

■作家略歴 

三橋鎌幽（本名：三橋肇） 

1980年鎌倉生まれ。鎌倉時代より続く仏師の血筋。 

2000年に父三橋鎌嶺に師事。心の鍛錬と仏師の初心を得るため建長寺で禅を学

び、2010年には建長寺吉田老師より「鎌幽」の号を拝銘。 

また祖先が確立した「茶道具としての鎌倉彫」を再興し、表千家などの茶の湯各

お家元にむけた道具制作にも携わっている。 

仏具・茶道具制作を中心とする、一方で現代の感覚に沿った作品も世界へ発信し

ている。 

 

2000年 父 三橋鎌嶺に師事 

2010年 建長寺 管長 吉田正道老師より「鎌幽」の号を拝銘 

2011年 若手美術家のグループ「Project粋」を主宰 

2012年 表千家御家元不審庵への出入りを賜る 

2013年 『ART茶会』を監修 atパークホテル東京 (東映「利休にたずねよ」公式タイアップ) 

2014年 パークホテル東京のアートスペース「Art Library粋」を監修 

2015年 建長寺香炉台を制作 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

パークホテル東京 マーケティング部 広報：宮崎、早乙女 

Email：y.miyazaki@parkhoteltokyo.com 〒105-7227東京都港区東新橋 1-7-1汐留メディアタワー 

TEL：03-6252-1111(代)  FAX：03-6252-1001 


